
安倍首相の「ウソ八百」 

 
 安倍晋三首相のウソは今に始まったことでないが、年明け早々、これは酷いウソだ。

ネットで話題になっていたが、8 日の琉球新報が取り上げたようで、とりあえずサイト

から紹介したい。 

 

  米軍普天間飛行場(沖縄県宜

野湾市)の名護市辺野古への移

設に伴う埋め立てに関し、安倍

晋三首相は 6 日に放送された

NHKのテレビ番組「日曜討論」

で事実を誤認して発言した。安

倍首相は「土砂投入に当たって、あそこのサンゴは移植している」と述べたが、現在土

砂が投入されている辺野古側の海域「埋め立て区域 2―1」からサンゴは移植していな

い。 

 埋め立て海域全体では約 7 万 4 千群体の移植が必要だが、7 日までに移植が終わって

いるのは別海域のオキナワハマサンゴ 9 群体のみにとどまっている。 

 沖縄防衛局は、土砂投入の海域付近にあった準絶滅危惧のヒメサンゴ 1 群体を当初移

植する方針だった。県から移植に必要な特別採捕許可が得られなかったことから、特別

な装置を用いてサンゴを囲み、移植を回避するよう工法を変更した経緯がある。 

 首相の発言について玉城デニ―知事は 7 日、ツイッタ―に「安倍総理…。それは誰か

らのレクチャーでしょうか。現実はそうなっておりません。だから私たちは問題を提起

しているのです」と投稿した。 

 サンゴの生態に詳しい東京経済大学の大久保奈弥准教授は「発言は事実と異なる。サ

ンゴを移植しても生き残るのはわずかで、そもそも環境保全策にはならない」と指摘し

た。 

 沖縄防衛局は、サンゴの移植は 1 メートル以上の大きさを対象とし、1 メートルより

小さいサンゴは移植していない。 

これまでに移植したオキナワハマサンゴ 9 群体はいずれも「埋め立て区域 2―1」で

はない場所に位置していた。 

 移植に向けて沖縄防衛局が県に特別採捕許可を申請している約3万9千群体のサンゴ

も現在の土砂投入海域にはない。県は申請を許可していない。 

 首相は「砂浜の絶滅危惧種は砂をさらって別の浜に移す」とも発言した。沖縄防衛局

の事業で、貝類や甲殻類を手で採捕して移した事例はあるものの、「砂をさらって」別

の浜に移す事業は実施していない。 

                              (2019 年 1 月 9 日) 


